
視察研修先 東京都港区議会 氏名 佐藤 耕治 

視察研修項目 本会議における手話通訳と文字通訳（字幕）について 

概 要 

人口 ２６７，７８０人  世帯数 １５３，８８５世帯  面積 ２０．３６㎢ 

東京２３区中１２番目の広さで、湾岸の埋め立てにより面積が増大した。港南地区の

埋め立てにより商業地や公園の整備がおこなわれてきた。 

・令和 2 年２月、議会中継映像(一般質問)に手話通訳と文字通訳(字幕)を導入 

・港区手話言語の理解の促進及び障害者の多様な意思疎通手段の利用の促進に関する条

例(令和元年１２月)の施行に合わせ実施 

・議場傍聴席にモニターを設置し、手話通訳と文字通訳(字幕)の視聴が可能 

 (本会議での議員の代表・一般質問及び区長の施政方針・所信表明時) 

考 察 

導入の背景において、平成２８年４月、障害者差別解消法が施行され、障害者に対して、

「合理的配慮」の提供が自治体に義務付けられました。 

さらに、「障害者と区長との懇談会」において、港区聴覚障害者協会から「区議会の動画

発信や区のケーブルテレビで手話通訳を増やして欲しい」との要望が出されたこと。 

港区の社会福祉協議会に手話通訳登録をしている方々より、一日３名の協力を得て３０～

40 分間での交代制で実施している。 

令和２年２月から議員代表・一般質問時のみ手話通訳と字幕を、翌年の２月から区長の



所信表明にも手話通訳と字幕を、そして令和５年７月から区長の施行方針にも手話通訳と

字幕を挿入しました。年々バージョンアップされ、動画発信のライブ・録画発信の進化が

みられました。 

将来寒河江市も、聴覚障害者団体や社会福祉協議会の皆さんのご意見・ご要望に耳を傾

けて開かれた議会を目指して参りたいと思います。 

  

 

  



視察研修先 埼玉県狭山市議会 氏名 佐藤 耕治 

視察研修項目 狭山市議会デジタル化推進方針について 

概 要 

人口 １４７，５２９人    面積 ４８．９９㎢ 

東京まで電車で 4０～50 分で通える距離。当市域と川越市がまたがる約 247 万㎢の地

に川越・狭山工業団地が造成され、自動車製造業をはじめとする企業が操業し、また上広

瀬・柏原地区に狭山工業団地が存在している。農業では、さやま茶や里芋が有名です。 

考 察 

議員のスキル向上はもとより、市民に寄り添い開かれた市議会となるように、デジタル

技術等を活用し、時代に即した市議会へと変革を進めていくため、デジタル化に関する基

本的な考え方や方向性を示すために策定している。 

平成１０年 会議録検索システム導入 

平成１４年 ホームページ上の議事録検索機能追加 

平成１７年 ホームページリニューアル 

 平成２０、２2、23 年 委員会室マイク設備改修 

 平成２５年 ケーブルテレビを活用した議会情報番組放映開始 

平成２６年 本会議インターネット録画配信開始 

平成２７年 議会グループウエア導入 

 常任委員会の音声配信開始 



平成２８年 全員協議会資料のデータ配信 

 政務活動費収支報告書・領収書のホームページ公開開始。議員報酬明細書の電子デー

タ配信開始 

平成２９年 議会専用のインターネット環境を新たに構築 

 全員協議会への情報端末持ち込み開始 

 本会議インターネットライブ配信開始 

平成３０年 議員出退庁表示システム導入 

 一般質問における関係資料の議場内モニター投影開始 

令和元年 ホームページリニューアル 

 議員出退庁表示システム更新 

令和４年本会議における各委員長報告の情報端末持ち込み開始 

さらに、オンライン会議など動画の継続的な受信といった、今後の DX 推進に向けてい

く。 

本市も段階的にデジタル化を推進し、市民に寄り添い開かれた市議会となるように目指

してしてまいります。 

 

 


